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神戸市中央区磯上通４－１－６ 神戸市職員労働組合
発行人/黒田 崇／編集人/村上敏光／�078-595-6200

メールアドレス kobe4449＠kobeshisyokurou.com
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定価１部10円 (組合員の購読料は組合費に含んでいます)
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・・行行政政職職給給料料表表改改正正案案 他他

〈〈４４面面〉〉
・・ 22002244賃賃金金確確定定闘闘争争でで小小委委員員会会交交渉渉
当当局局､､｢｢勤勤勉勉手手当当のの支支給給月月数数のの加加算算｣｣｢｢係係長長級級職職員員ににおお
けけるる人人事事評評価価結結果果のの査査定定昇昇給給へへのの反反映映拡拡大大｣｣をを提提案案

・・市市職職労労第第7766回回定定期期大大会会
議議事事運運営営･･資資格格審審査査委委員員会会総総会会

遠め

が
ね

先日､ 今年
度の流行語
大賞のノミ
ネートが発
表されたと

いうニュースをテレビで見
ました｡ 早いですね､ もう
そんな時期かと｡ 一年が経
つのは本当に早く､ 今年も
残すところあと一カ月とわ
ずかです｡ ノミネートの流
行語を見ていると､ 忘れて

しまっている言葉や､ これっ
て今年やったっけ？という
ような言葉もありました｡
私自身今年を振り返ってみ
ると､ やはりドジャースの
大谷選手が活躍した50－50
や､ 想定外に起きた令和の
米騒動といったところでしょ
うか｡ 米騒動で思い返され
るのが平成の米騒動 (1993
年)｡ あの時のタイ米､ 懐
かしいですね｡ 平成の米騒

動を調べてみると80年ぶり
の大冷夏が原因だったよう
です｡ みなさんはどんな言
葉を思いますか？労働組合
にとっての今年の言葉 (流
行語) と言えば､ やはり地
域手当だったのではないで
しょうか｡ まさに､ 本日山
場を向かえています (実は
待機の合間に原稿を書いて
います)｡ 結果､ 地域手当
に関しては､ 本日の団体交

渉では継続協議となりまし
た｡ みなさんもどうなるの
かとても心配していると思
いますし､ 労働組合として
も今年度はかなりのウェイ
トを占める問題です｡ 引き
続き粘り強い交渉をしてい
き､ 組合員の生活を守る観
点でも頑張っていかなくて
はなりません｡ 今後も市職
労に結集し､ 団結して頑張っ
ていきましょう｡

遠
め

がね

行財政局長回答要旨

年末手当2.35月分を12月
10日に一括支給

一般の職員及び会計年度

任用職員の期末手当を0.05

月引上げ､ 今年度より

｢2.45月｣ から ｢2.50月｣ と

するとともに､ 勤勉手当の

支給月数を0.05月引上げ､

人事評価結果の反映前の年

間支給月数について､ 今年

度より ｢2.05月｣ から ｢2.10

月｣､ 併せた期末・勤勉手

当の年間支給月数を ｢4.50

月｣ から ｢4.60月｣ としま

す｡ また､ 再任用職員につ

いては､ 期末手当を0.025

月引上げ､ 今年度より

｢1.375月｣ から ｢1.40月｣

とするとともに､ 勤勉手当

を0.025月引上げ､ 今年度

より ｢0.975月｣ から ｢1.00

月｣､ 併せた期末・勤勉手

当の年間支給月数を ｢2.35

月｣ から ｢2.40月｣ としま

す｡

市労連は､ 11月７日午後８時15分から西尾行財政局長をはじめとする当局代表と団体
交渉を行いました｡ この交渉で当局から､ 期末・勤勉手当の年間支給月数を4.60月とし､
年末手当2.35月分を12月10日に一括支給するとの回答がありました｡ また､ 係長の処遇
改善について､ 給料表を1,100円引き上げる回答がありました｡ なお､ 地域手当につい
ては､ 引き続き検討していく必要があるとしています｡ 交渉終了後､ 市職労は執行委員
会を開催し､ 最終回答として受け止め闘争の収拾を確認しました｡

2024賃金
確定闘争 年末手当2.35月分を12月10日一括支給
地域手当は引き続き検討､給料表は全級･全号給で引上げ､
係長級は2025年４月から全号給でさらに1,100円の引上げ､
制度改善要求で育児部分休業制度の対象拡大を検討

なお､ 令和７年度の期末・

勤勉手当の支給月数につい

て､ 今回引き上げた月数を

夏期及び年末で均等に割り

振り､ 一般の職員について

は夏期･年末とも2.30月､再

任用職員については､ 夏期・

年末とも1.20月とします｡

今年度の年末手当につい

ては､ 一般の職員について

は2.35月分を､ 再任用職員

については1.225月分を､

ご要求どおり12月10日に一

括支給します｡

令和７年４月１日より係
長級をさらに1,100円引
上げ

令和４年度以降､ 段階的

に取り組んでいる係長級の

処遇改善について､ 先日提

案した内容も含め､ 令和６

年４月までに7,700円の引

上げを行うこととしていま

すが､ 全号給において､ さ

らに1,100円の引上げを行

います｡ これにより､ 累計

8,800円の引上げとなりま

す｡ 実施時期は､ 令和７年

４月１日とします｡ なお､

係長級の処遇改善について

は､ 段階的に１万円まで引

上げを行うこととしていま

すが､ 残りの引上げ額につ

いては､ 職員の在籍状況や

経過措置の状況､ また､ 今

後の給与改定の状況等を踏

まえ､ できるだけ速やかに

引上げを行っていきたいと

考えています｡

地域手当は引き続き検討

国の地域手当の見直しへ

の対応については､ みなさ

ま方より強い申し入れをい

ただいていましたが､ 先日

の交渉においても申し上げ

たとおり､ 本市における取

扱いについては､ 他都市の

動向等を踏まえながら､ あ

らゆる状況を総合的に勘案

して判断する必要があり､

依然としてお示しできる状

況には至っておらず､ 引き

続き検討していく必要があ

ると考えています｡

検討にあたっては､ 職員

の給与水準に影響を与えな

いよう対応する必要がある

と考えていますが､ その取

扱いについては､ 今後もみ

なさま方と十分に協議させ

ていただきたいと考えてい

ます｡

育児部分休業の対象の拡
大を具体的に検討

また､ この間に､ いただ

いたご意見について､ 対応

できるものがあるかについ

ては､ 今後も引き続き検討

していきたいと考えており

ます｡ 特に､ 職員の仕事と

育児の両立支援のための､

育児部分休業の取得対象期

間の延長については､ これ

までの間に､ みなさま方よ

りいただいたご意見等を踏

まえて､ 育児部分休業に準

じた神戸市独自の対応とし

て､ 小学校３年生までの拡

大について､ 具体的に検討

を進めているところであり､

成案がまとまり次第､ 改め

てお示ししたいと考えてい

ます｡

人事評価制度に対する不
信感や不安感を取り除く
努力を－市労連

この間の交渉の中で､ 人

事評価結果の給与への反映

が拡大される提案が出てい

ます｡ 当局の説明では､ 人

事評価制度は適切に運用し

ていると言われていますが､

職場によっては､ まだ不信

感や不安感が残っています｡

また､ 昇格基準が改悪され

ました｡ 昇格基準の変更は

管理運営事項とはいえ､ こ

んな進め方をされればます

ます不信感しか残りません｡

給与への反映を拡大するの

であれば､ 労使協議を通じ

て人事評価制度に対する不

信感や不安感を取り除く努

力をするべきだと考えます｡

神戸ふれあい工房

｢クリスマスギフト｣のご案内
神戸市社会福祉協議会より､

神戸ふれあい工房｢クリスマス

ギフト｣の案内が届きました｡

お申し込みは､ QRから｡
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◎12月４日(水)は､ 市職労第76回定期

大会開催のため市職労事務所を終日

閉鎖しています｡

ご迷惑をおかけしますが､ ご理解

いただきますようよろしくお願いし

ます｡

◎なお､ 代議員の方は､ 13時30分より

新長田ピフレホールにて受付を開始

しますので､ ご参加いただきますよ

うお願いします｡
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市労連小委員会交渉

当局､ ｢勤勉手当の支給月数の加算｣ ｢係長級職員に
おける人事評価結果の査定昇給への反映拡大｣を提案

市労連：勤勉手当における

制度見直しについてですが､

DX推進リーダーへの加算

や､ 特定専任職への加算に

ついて提案されています｡

現業や教員の職場でも頑張っ

ている職員がたくさんいま

す｡ 今後､ 対象を拡大する

予定はあるのか｡

給与課長：ご質問の件につ

いては､ 本市として､ 庁内

における人材育成・課題解

決の観点から特に必要とさ

れる役割を担う職員に支給

月数を加算することができ

るよう制度を新設しようと

するものであり､ 現時点で

は､ 提案の２項目を対象と

しています｡ 今後も､ 庁内

における人材育成・課題解

決の観点から､ 職種に関わ

らず､ 対応が必要なもので

あれば検討していきたいと

考えています｡

みなさんの声をお寄せく
ださい

今回の提案について､組合

員の皆さまからのご意見を

集約したいと考えています｡

下記QRからご協力をお

願いします｡(第１次集約11

月末)

市労連は､ 10月31日行財政局山川給与課長をはじめとする当局代表と
小委員会交渉を行いました｡ この交渉で当局から､ ｢係長級職員におけ
る人事評価結果の査定昇給への反映拡大｣ と ｢勤勉手当における制度見
直し｣ の提案がありました｡ また､ 市労連の制度改善要求について項目
ごとに考え方が示されましたが､ 前進した回答はありませんでした｡ こ
れに対し市労連は､ 山場に労使合意できるよう再検討を申し入れました｡
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市職労第76回定期大会

議事運営･資格審査委員会総会
11月13日､ 市職労第76回定期大会における議事運営・資格審査
委員会総会が開催されました｡ 総会では､ 各ブロック幹事支部と
議事運営・資格審査委員会要綱についての確認が行われました｡

議事運営委員会によって確認された事項� 会場内での文書の配布については､ すべて議事運営委員会の承認を必要とする｡� 決議案､ 補強意見､ 修正案等の提出については､ 大会前日の午後３時までに

A4用紙に200部を印刷のうえ議事運営委員会に提出することとする｡� 決議案､ 修正案等の提案は代議員４名 (あるいは組合員100名) の連記制とし､

条件を満たさないものについては無効とする｡ 代議員 (あるいは組合員) につい

ては､ 施行規則第７条の条件を満たす者とする｡ 提出があった場合は､ 賛成・反

対､ 各１名の代表討論を行うこととする｡� 採決の方法は､ 原則として挙手によることとする｡� 支部の取り組み等の発言については､ 原則として各支部より代表者１名による

発言を保障した上で､ 時間の許す限り多くの発言を認める｡ 発言予定者は､ でき

るだけ議事運営委員会に申し出ることとし､ 代議員の発言については､ 概ね３分

とする｡ また､ 修正案の提案は５分､ 代表討論は５分以内とする｡� 文書による補強意見などについては､ 発言の優先権を与えるものとはしない｡

ただし文書発言とみなし本部からの答弁は行うこととする｡� 大会の日程は､ 概ね別記(省略)のとおりとし､ 若干の変更は､ 大会議長団及び

議事運営委員会幹事会に委ねるものとする｡

● 係長級職員におけ
る人事評価結果の
査定昇給への反映
拡大は､こちら→

● 勤勉手当における
制度見直しは､ こ
ちら→
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